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導入① 研究の背景 

• グローバリゼーションの進展 

• 人、モノ、カネの国際的な移動の多様化 

• 移住形態の変化 

• 「南」から「北」への移住から「南」から「南」への移住の増加 

• 特にサブサハラアフリカ（SSA）地域では域内の途上国から域内の先進国への移住が主流 

• レミタンス研究は多いが、受入国への影響を検証するものは少ない。 

 

→移民受入国にとっても移民の存在はメリットになっているのではないか？ 



導入② 国際移民 

•国際移民とは… 

• 「国外出生者あるいは外国籍保有者」(UN DESA, 2013) 

• 「距離・構成・原因に関わらず国際的に移動する人々、または集団」(IOMホーム
ページ)  

 

•本論文ではUN DESAのデータを使用するため、前者の定義に従う。 

• UN DESAの国際移民ストックとは… 

• ある国やある地域において存在する国ごとの国勢調査、住民票などから国際移民を
集計した数。難民を含む。(UNPD) 

 



地域別国際移民数推移（1990－2013） 

出典：UN DESAデータベース 



2010年の国際移民ストック分布 

出典： (Hugo, 2013) 



1990年から2013年の先進国・途上国間での移民ストック（百万）と割合 
出典： (Hugo, 2013) 

•「南」から「南」への移住も従来の移住
と同様に多い。 

• 移民ストックの約60％が先進国に移住してい
るものの、途上国への移民も約40％にのぼる。 

• 2013年には途上国出身の移民約8230万人が途
上国に移り住んでいる。(UN DESA, 2013)この
数は先進国に移住する人口をわずかに上回っ
ている。 

 

 



導入③ 国際移民と開発  

→移民は送出国のみならず受入国の開発に対してもプラスの影響を与えて
いる可能性。 

・移民の海外送金は、出身国の経済発展に大きなプラスのインパクトをもたらす。 

・さらに移民は、出身国に対し、出身国の開発を支持する「社会的送金（social-remittances）」
と呼ばれる技術や考え方を移転する。 

・「頭脳流出」は「頭脳循環」にとって代わり、移民送出国と受入国、両者に利益をもたらす。 

・一時的（あるいは循環型）労働移民は、開発を促進することができる。 

・移動するディアスポラは、資源やアイデアの移転を通して、開発の強力な勢力になる。 

・経済発展は人口流出を減少させる。 

(Castles & Miller, 2010) 



導入④ SSA地域の国際移民 
2013年（6月時点）のアフリカ地域における国
際移民ストック数上位十か国 

出典：UN DESA 

Country 2013 

1 
Côte d'Ivoire  2 446 171 

2 
South Africa  2 399 238 

3 
Nigeria  1 233 592 

4 
Kenya   955 452 

5 
Libya   755 974 

6 
Ethiopia   718 241 

7 
Burkina Faso   696 983 

8 
South Sudan   629 577 

9 
Uganda   531 401 

10 
Rwanda   452 406 

• アフリカ大陸全体の移民数は増加傾向。 
• SSAは常にプラスを維持。 

 

• 移民の大部分がSSA地域に存在。 
 

→SSA諸国における移民の影響は非常に大
きい。 



アフリカ地域における移民ストック年間増加率 

出典：UN DESAデータベース 

-4 

-2 

0 

2 

4 

6 

8 

1990-2000 2000-2010 2010-2013 

Annual rate of change of the migrant stock  

（UN DESA, 2013） 

AFRICA Sub-Saharan Africa Eastern Africa

Middle Africa Northern Africa Western Sahara

Southern Africa Western Africa



導入⑤ SSAの移民動向 

• 域外への移住も存在するが、域内での
移動が主流 

• 近接する国同士での移動が多い 

• 移民の循環が起こっている 

 

移民が送出国と受入国の両者に対す
る「社会的送金」によって、両者の
開発に大いに寄与している可能性。 
 

右：アフリカ内外の移民の流れ 

  出典： (Castles & Miller, 2010) 
 



導入⑥ SSA成長要因の先行研究 
• SSA地域の低成長を説明するための回帰分析は、特に (Barro & Lee, 1993) (Easterly & Levine, 

1997)(Sachs & Warner, 1997)(Collier & Gunning, 1999)の研究により網羅的に説明。 

 

• スタンダードな説明変数 

• 投資率、教育、人口成長率、国際価格と国内価格の差、政治的安定性、地域ダミーなどが使用されて
きた。また、経済の開放度・貿易政策、金融市場の発展性、マクロ経済管理、政府の質、法的・社会
的インフラなど。 

 

これまでの研究では人的資本を示す指標として移民に関する指標はなかった。 

→移民と開発の関係に注目しながら、移民の指標を含めた新しい重回帰モデルを
作り、SSA地域における移民と同地域の経済成長の関係を探っていく。 

 



分析モデル 
𝐺𝐷𝑃 𝑝𝑒𝑟 𝑐𝑎𝑝𝑖𝑡𝑎𝑖𝑡 = 

𝛼 + 𝛽1𝑇𝑟𝑎𝑑𝑒𝑖𝑡 + 𝛽2𝐹𝐷𝐼𝑖 𝑡−1 + 𝛽3𝐸𝑥𝑝𝑒𝑛𝑑𝑖𝑡𝑢𝑟𝑒𝑖 𝑡−1 + 𝛽4𝐶𝑎𝑝𝑖𝑡𝑎𝑙𝑖 𝑡−1  

+ 𝛽5𝐼𝑛𝑓𝑙𝑎𝑡𝑖𝑜𝑛𝑖𝑡 + 𝛽6𝐸𝑚𝑝𝑙𝑜𝑦𝑚𝑒𝑛𝑡𝑖𝑡 + 𝛽7𝐼𝑚𝑚𝑖𝑔𝑟𝑎𝑛𝑡𝑖𝑡 + 𝜀𝑖𝑡 

 

 

 

指標カテゴリー 変数名 WDIのデータ名 期待される結果 

被説明変数 
GDP per 

capita 
GDP per capita growth (annual %)   

海外志向 Trade Trade (% of GDP) ＋ 

海外志向 FDI Foreign direct investment, net inflows (% of GDP) ＋ 

政府 Expenditure 
General government final consumption 

expenditure (annual % growth) 
＋ 

企業 Capital Gross capital formation (% of GDP) ＋ 

マクロ経済 Inflation Inflation, GDP deflator (annual %) － 

人的資本 Employment Employment to population ratio, 15+, total (%) ＋ 

人的資本 Immigrant International migrant stock, total ＋ 



データ 

•分析① プーリングデータ 

• エリトリア、ギニアビサウ、サントメ・プリンシペ、セーシェル、ソマリア、ナイ
ジェリア、南スーダン、リベリアを除くSSA諸国（計40ヶ国） 

• 1990～2012年（時差のついているものは1989～2011年） 

 

•分析② 国別データ 

• 上記SSA諸国40ヶ国 

• 1990～2012年（時差のついているものは1989～2011年） 

 

•データはすべてWDIを使用。 



分析結果① 

***  𝑡 > 2、 ** 1.5 ≤  𝑡 < 2、 *1 ≤  𝑡 < 1.5 



分析結果② 



考察① 
• 国別分析結果 

（http://www.freemap.jp/を使用して筆者作成。 
南スーダンは未記載） 

移民ストック変数が一人当たりGDPの成長率
に正に有意であれば赤、負に有意であれば青
で示している。 

 

• カメルーンを除きすべて後開発途上国
（LDCs） 

• 地域差や国家差が確認できる。 

 

 

 



考察② 
• 殆どの国々で、Expenditureが負であるとImmigrantも負。 

• 政府支出が経済に及ぼす影響と国際移民ストックが受入国経済に及ぼす影響との間には何ら
かの関連性。 

• 公共政策に問題があるような国家のガバナンスはそうでない国々に比べて低いということが
想像可能。 

• 国際移民ストックが経済にプラスの働きとなるかマイナスの働きとなるかにはその受入国政
府の移民管理の方法や、経済政策等に依ると考える。 

 

• 90年代の紛争経験国ではImmigrantが正に有意である傾向。 

• ルワンダ、モザンビークなどの国々では国際移民ストックの影響はプラスであるという結果。 

• 一度国外に移住した難民や移民たちの帰還が進むにつれて、彼らとともに国内に流入する移民が増える
ためである可能性。 

• そうした移民は、戦後の復興期に重要な労働力として受入国の産業に従事し、経済成長を促進している
のではないだろうか。 



結論① 

• SSA諸国のうちの40ヶ国の1990年から2012年までのプーリングデータ
を用いた分析からは、予想に反して政府支出が一人当たりGDPの成長
率に負の影響を与えていた。この結果から、公共投資がうまく国民の

生活水準の向上に役立っていないということが明らかになった。 

 

•公共事業などに代表される公共投資がSSA諸国において効率的に機能し
ていないのは、政府のガバナンスの欠如のためか。 

 



結論② 
•政府の管理能力が低い場合には移民の受入によって安価な労働力を獲得して
も、受入国経済が発展しない。 

•政府や当局の移民管理の脆弱さのために、移民受入国では移民の流入過多状態
に陥り、移民が国民の雇用を妨げ国民の所得水準の低下を引き起こしている可
能性。 

•反対に、移民送出国では国内の労働力や頭脳不足を補うために移民の存在が重
要となっていることが示唆された。 

•国外へ流出した国民の帰還が進んでいる国々では、移民がその国の経済発展に
寄与する傾向。帰還民に伴って流入した他国からの移住者が、紛争からの復興
に貢献しているためではないかと考えられる。さらに、帰還民による「頭脳循
環」が国内の技術発展につながっている可能性。 



結論③ 

• SSA地域において一人当たりGDP（所得水準）を向上させるために
は、送出国と受入国間での移民の循環がより促進されることが望まし
いと言える。 

•移民が循環することで、受入国には労働力を送出国には「頭脳」をも
たらす。そして、受入国と送出国の双方にプラスの影響を与え、域内
全体の経済発展につながる。そのためには受入国、送出国に関わら
ず、各国政府による雇用創出や移民管理の徹底、産業の発達、治安の
改善、情勢の安定等といった問題の解決が必要である。 
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